
＜新刊案内＞ 

発信する英語教育に直結するプロジェクト型外国語活動の集大成として，2014年 2月 3日

に高陵社書店より新著書！ 

 

髙島英幸編著 『児童が創る課題解決型の外国語活動と英語教育の実践 ― プロジェクト

型言語活動のすべて ―』（税別 2,300円） 

 

・理論から実践へ，東野・髙島（2007/2011）で扱われている授業内容にさらに，新しい活

動を公・私立の小学校教員による実践を通して，授業の流れ成果物や児童の様子が手に取

るようにわかります。 

・第３章における世界の英語教育の概要と附録２には，12の国や地域の初等教育における

英語教育について報告されています。附録２からは，英語を教えるのではなく，英語で教

えるベルギーにおける CLIL（Content and Language Integrated Learning）に関する報告

書から日本の英語教育への方向性も見えてきます。 

・プロジェクト型とは何か，小学校外国語活動の教科化などの日々，教員の持つ疑問のす

べてに答える附録１を読めば，明日の授業に自信を持って臨むことができます。 
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新聞記事による台湾における英語教育事情 


